
緒　　言

　我が国の放射線による突然変異の育種的利用に関する

研究は，農林省農業技術研究所生理遺伝部遺伝科の真島

勇雄，河合武らによって１９４９年に開始された１０）．最初に

変異源として利用されたのはβ線源である放射性同位元

素の３２P であり，真島・河合（１９５７）は水稲農林８号への

処理から多数の変異体を作出し，３２P の種子処理がイネ

において突然変異の誘発に有効であることを報告してい

る８）．

　突然変異育種では，突然変異個体そのものを新品種と

して利用する直接利用と突然変異個体を交配母本に用い

て新品種を育成する間接利用がある．我が国のイネ育種

において直接利用によって最初に育成された品種は「レ

イメイ」（１９６６年，青森県農業試験場藤坂支場）であり，

間接利用により最初に育成された品種が，本県の「兵系

酒１８号」（１９７２年，兵庫県立農業試験場酒米試験地，以下，

酒米試験地）である１４）．兵庫県の突然変異育種の利用は

早く，イネ以外ではレタスにおいて直接利用により「エ

バーグリーン」と「ジャイアント・グリーン」が１９６７年

に育成されている２）．

　酒米品種「兵系酒１８号」は，１９５７年に育成が開始され，

１９７２年に奨励品種に採用されたが，その育成経過に関す

る詳しい資料はこれまで作成されていない．また，「兵系

酒１８号」は，１９８１年度に奨励品種としては廃止されたが，

酒米の育種母本として利用され，本県では「なだひか

り」１２）や「兵庫北錦」９），県外では青森県の「おくほま

れ」や「華吹雪」１３）等の育成に貢献している．本資料は，

今後の酒米育種の参考とするために，「兵系酒１８号」の育

成経過とその育種的利用についてまとめたものである．

１　「兵系酒１８号」の育成経過

�　交配

　図１に系譜を，表１に育成経過を示す．また，育成担

当者を表２に示す．「兵系酒１８号」は１９５７年に，当時，

明石市にあった兵庫県立農業試験場作物科（以下，兵庫

農試本場）において，「山田錦」を種子親に，「I．M．１０６」

を花粉親に用いた人工交配による雑種から育成された．

交配の担当者は野村正技師，田淵満一技師，角田和美技

師であった．

�　放射線突然変異系統「I．M．１０６」の来歴及び特性

　花粉親の「I．M．１０６」は，当時，三重県の津市にあっ

た農林省東海近畿農業試験場作物第一研究室（以下，東

海近畿農試）から取り寄せた系統である．「I．M．１０６」は

「農林８号」の３２Ｐによる種子処理により育成された放射

線突然変異系統である．「I．M．１０６」については東海近畿

農試や兵庫農試本場発表の資料がなく，来歴や特性は不

明な点が多いが，１９５７年の兵庫農試本場の「水稲新品種

育成試験設計書」には「東海近畿農試　農林８号　

Isotopic Mutant」との記述がある．系統名の「I．M．」と

は「Isotopic Mutant」の略で，放射性同位元素を用いた突

然変異系統の略と考えられる．

　「I．M．１０６」の品種特性は，　１９５７年から１９５９年の兵庫

農試本場の品種育成試験の野帳に，玄米形質のデータは
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ないが，出穂期や稈長等の生育及び形態特性の記録があ

る（表３）．出穂期は「山田錦」より３日早く，「山田錦」

よりやや短い中稈で，草型は偏穂重型である．前述の真

島・河合の１９５７年の論文８）には「農林８号」の３２Ｐ処理で

誘発したＲ４及びＲ５世代の突然変異系統２８３系統の中に，

１系統だけ５００粒重が原系統「農林８号」の１．２４～１．３０

倍の大粒変異体が記載されている．この系統には系統名

が示されていないが，穂数も「農林８号」の０．７６～０．８４

倍と少ない特性を持っており，この系統が「I．M．１０６」

ではないかと考えられる．「農林８号」は１９３７年に，当時，

国の水稲育種の指定試験地であった兵庫県立農事試験場

で育成した品種で，育成時の特性表の千粒重は２４．７ｇと

１９７１１９７０１９６９１９６８１９６７１９６６１９６５１９６４１９６３１９６２１９６１１９６０１９５９１９５８１９５７年次担当期間担当者氏名
酒米試験地作物科担当場所

１９５７年４月～野村　　正

１９５７年４月～
１９６０年３月　
１９６２年４月～
１９６６年３月　

田淵　満一

１９５７年４月～
１９６１年３月　
１９６５年４月～
１９７０年３月　

角田　和美

１９６２年４月～
１９６３年９月

沢田美代治

１９６３年１０月～
１９６４年３月　

飯塚　　博

１９６６年４月～
１９７０年７月　

松下　敏朗

１９７０年１０月～
１９７２年３月　

西田　清数

１９７１年４月～
１９７２年３月　

佐村　　董

表２　「兵系酒１８号」の育成担当者 

表１　「兵系紫７５号」の稈長，穂長，穂数の固定度

１９７１１９７０１９６９１９６８１９６７１９６６１９６５１９６４１９６３１９６２１９６１１９６０１９５９１９５８１９５７年次

世代 Ｆ１４Ｆ１３Ｆ１２Ｆ１１Ｆ１０Ｆ９Ｆ８Ｆ７Ｆ６Ｆ５Ｆ４Ｆ３Ｆ２Ｆ１交配

酒米試験地作物科場所

兵系酒１８号山 ･I･M－２系統名

酒米試験地生産力
検定試験 但馬分場

原々種原々種原々種原々種
系統番
号：育
９３

系統番
号：育
3６

系統番
号：育
７９

系統番
号：育
８

系統番
号：育
９

系統番
号：育１０

系統番
号：育
２６

系統番
号：４２
（兵試
雑
４６５４）

系統番号：
４６

Ｆ１群番
号：１７

交配番号
（１９５７交７）

個
体
・
系
統
栽
培
及
び
原
々
種
栽
培

２－系統①③－系統１３－系統①②－系統①②１１１８１１２１１組合せ

④－系統２８－系統２６－系統２３－系統２３２２�２２３２２山田錦

１－系統３６－系統③⑦－系統３４－系統３４３３４８３３１１③No.４６１３／ I．M．１０６

６－系統④⑪－系統４８－系統４５－系統４１０④④５５４４⑮４：５（１２粒）

３－系統⑤①－系統⑤①－系統５１育９４５５５６５５５No.４６５７

７－系統６６－系統⑥④－系統６２－系統５１⑥６⑥６６：８

４－系統７５－系統⑦⑨－系統⑦③－系統６２７７７７７No.５１９１０

９－系統⑧⑥－系統⑧⑩－系統８４－系統７５⑧８８⑧８⑪

②－系統⑨④－系統⑨②－系統９１－系統⑧⑧⑨９９９９１２

⑧－系統１０７－系統１０４－系統１０３育９５１０１０１０１０１０

９－系統⑪②－系統１１６－系統１１４－系統９３

２－系統⑫⑨－系統１２８－系統⑫⑤－系統⑩④個体数個体数個体数系統数系統数栽植個体

③－系統１３１－系統１３１－系統１３１－系統１１５６５１０不明２６３７３２１

⑧－系統⑭⑩－系統１４２－系統⑭②－系統１２１０１次選抜

⑥－系統１５５－系統⑮④－系統１５４育９６個体

⑩－系統１６９－系統１６⑦－系統１６６－系統１３２５９

－系統１４４

－系統１５７

－系統⑯⑧
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中粒である７）．「I．M．１０６」は「農林８号」の１．２４～１．３０倍

の粒大であり，推定される千粒重は３０．６～３２．１ｇでかな

りの大粒であったと考えられる．

�　育成経過

　１９５７年の交配から１９６１年のＦ４世代までは兵庫農試本

場で育成が進められ，１９６２年のＦ５世代からは酒米試験地

に育成の場所が移された．

　生産力検定試験は１９６２年Ｆ５世代に「山・I・M-２」の系

統名を付け実施された．１９６３年Ｆ６世代で「兵系酒１８号」

の系統名に変更された．１９６３年には「兵系酒１８号」の兄

弟系統で「兵系酒１９号」（山・I・M-４），「同２０号」（山・I・

M-５）の系統名を付けた系統も生産力検定試験に供試さ

れたが，「兵系酒１８号」より成績が劣るため，１９６３年度で

打ち切りとなっている．生産力検定試験は，兵庫県立農

業試験場但馬分場（朝来郡和田山町玉置，以下，但馬分

場）でも１９６２年から１９６５年と１９６７年の５年間実施された

が，いもち病抵抗性が不十分である等，但馬，丹波地域

には不向きであるとの理由で１９６７年に打ち切られた．

１９６７年Ｆ１０世代で系統として固定したと判断し育成を完

了した．１９６８年Ｆ１１世代からは４系統群１６系統で原々種栽

培を開始した．

�　現地試験及試験醸造用現地試作（表４）

　酒米試験地が直接担当した現地試験は，美嚢郡吉川町

上松と美嚢郡吉川町福吉で，それぞれ，１９６３～１９６４年の

２年間，１９６５～１９７０年の６年間実施した．

奨励品種決定現地調査は，１９６４～１９６７年に県下全域１９カ

所で実施した．

　試験醸造用の現地試作は１９６４年から美嚢郡吉川町，三

木市細川町，三木市別所町，朝来郡山東町，宍粟郡山崎

町，宍粟郡波賀町，多可郡中町で実施された．試験醸造

を担当した酒造メーカーは，灘五郷の菊正宗，白鶴，大

関，日本盛の４社と明石の江井ヶ島の計５社であった．

現地試作の規模と試験醸造を実施した酒造メーカーの詳

細は表４の通りである．なお，１９６７年の実施場所と面積

は計画である．また，１９６８年の数字は１９６７年までの結果

に基づく酒造メーカーの意向による見込みである．

�　奨励品種採用の経過

　「兵系酒１８号」は１９７１年１２月に開催された１９７１年度水稲

奨励品種改廃協議会で奨励品種の採用が協議され，１９７２

年度から準奨励品種に採用された．なお，廃止は１９８１年

度である．

　「兵系酒１８号」を奨励品種に採用した背景や理由は，

１９７１年度の水稲奨励品種改廃協議会資料に記載されてい

る６）．それによると，「兵系酒１８号」の育成期間である１９５５

表３　放射線変異系統「I．M．１０６」の品種特性

葉幅葉長葉色
芒及び
ふ先色

ふ色脱粒性
芒穂数穂長稈長出穂期系統名
長短多少（本 / 株）(cm)(cm)（月日）品種名

広長やや淡黄白黄白難短極々稀１７.１２２.４９４９/２I.M.１0６
中長中黄白黄白易－無２３.２２１.６１0５９/５比較）山田錦

注）１９５８年の兵庫農試本場における水稲新品種育成試験調査による．

表４　「兵系酒１８号」の現地試験，奨励品種決定現地試験及び醸造試験用現地試作

１９７０１９６９１９６８１９６７１９６６１９６５１９６４１９６３年次

世代
実施場所

試験内容
Ｆ１３Ｆ１２Ｆ１１Ｆ１０Ｆ９Ｆ８Ｆ７Ｆ６

吉川町上松現地試験
吉川町福吉（酒米試験地担当）
丹南町，春日町，豊岡市，但東町

奨励品種決定
現地調査

黒田庄町，村岡町，生野町
小野市
南光町
新宮町
三原町，津名町，赤穂市，加美町，波賀町
龍野市，社町，市川町，神戸市道場

　１０ha 可５ha　２.１１ha２.１ha２.１ha（菊正宗）吉川町福吉

現地試作
（醸造試験担当酒
造メーカー）

１.０ha１.０ha（大関）三木市細川町脇川
　 ９ha 以上可９ha　１.０８ha１.０ha（白鶴）三木市細川町上南

１.０ha（白鶴）三木市細川町細川
１.５ha不明朝来郡山東町大月

　 ６ha６ha　１.２６ha（日本盛）美嚢郡吉川町西奥
３ha　１.２０５ha（白鶴）宍粟郡山崎町・波賀町

　５.１ha 以上可  ５.１ha（白鶴）美嚢郡吉川町北谷
５ha　不明美嚢郡吉川町豊岡・水上

　 ６ha  ４.３６ha（江井ヶ島）三木市別所町
  ９.７４ha不明多可郡中町
４２.２ha５.６５５ha６.５ha３.０ha　　　　　　　合計面積

注）現地試作の１９６７年は計画，１９６８年は見込み．
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年代から１９７５年代は日本の高度成長期に当たり，日本酒

とその原料である酒米の需要は大幅に増加していたが，

農村では人口の都市部への流出等により，酒米の生産性

が年々低下していた．特に長稈で倒伏しやすい「山田錦」

は栽培しにくく，また，県南部地域の酒米は「山田錦」

しかなく，収穫時期が集中することなどから，１農家当

たりの「山田錦」栽培可能面積は制約を受け，需要はあっ

たものの「山田錦」の生産は１９６３年をピークに大幅に減

少した．このような背景から，「山田錦」よりも熟期が早

く収穫等の作業分散が可能である強稈で倒伏に強く栽培

しやすい多収品種の早急な導入が求められた．また，酒

造メーカーでも，年内に出荷できる「早造り」が可能な

早生品種を希望する声が大きくなっていた．当時育成中

であった「兵系酒１８号」は「山田錦」より早生で，耐倒

伏性が強く栽培しやすい特性を持っていたことにより，

奨励品種に採用されることとなった．

　「兵系酒１８号」の育成は１９６７年で完了し，醸造試験も

１９６４年から開始されていたが，奨励品種の採用は１９７２年

と時間がかかっている．酒米試験地には，１９６５年度の水

稲奨励品種審議会資料４）があり，その記載によると「兵

系酒１８号」をその頃から奨励品種に採用する動きがあっ

たが，試験醸造が１年だけであったことや穂いもちの発生

が「山田錦」より多かった等の理由で，採用が見送られ

たのではないかと考えられる．

２　品種特性

�　生育特性

　表５に酒米試験地における１９６２～１９７１年までの１０年間

の生産力検定試験の耕種概要を示す．移植期は６月８日

～２４日で，移植方法は全て手植えである．

　表６に形態特性を示す．「兵系酒１８号」は稈が太く強い．

芒の発生はなく，ふ色，芒及びふ先色は黄白である．脱

粒性は難である．

　表７，図２に生育特性を示す．出穂期は８月２３日で，

表５　酒米試験地における生産力検定試験の耕種概要

施肥法（量：窒素成分 kg/a）
植付本数
（本 / 株）

栽植密度
（条間×株間）

移植期播種期試験年次 穂肥
幼穂形成期

追肥
分げつ最盛期

基肥種類

０．１６０．１６０．４８標肥５２５cm×２０cm６月２４日５月１４日１９６２
０．１６－０．６４標肥

５２５cm×２０cm６月２０日５月１４日１９６３
０．２１－０．８１多肥
０．１４－０．５６標肥

３２５cm×２５cm６月２３日５月１４日１９６４ ０．１７－０．６７多肥
０．１１－０．４５少肥
０．１４－０．５６標肥

３２５cm×２５cm６月２２日５月１４日１９６５ ０．１７－０．６７多肥
０．１１－０．４５少肥
０．１４－０．５６標肥

４２５cm×２０cm６月８日４月３０日１９６６ ０．１８－０．７０多肥
０．１１－０．４２少肥
０．１４－０．５６標肥

４２５cm×２０cm６月８日５月２日１９６７ ０．１８－０．７０多肥
０．１１－０．４２少肥
０．１４－０．５６標肥

４２５cm×２０cm６月８日５月２日１９６８
０．１８－０．７０多肥
０．１４－０．５６標肥

４２５cm×２０cm６月１７日５月８日１９６９
０．１８－０．７０多肥
０．１４－０．５６標肥

４２５cm×２０cm６月１５日５月８日１９７０
０．１８－０．７０多肥
０．１４－０．５６標肥

４２５cm×２０cm６月１５日５月７日１９７１
０．１８－０．７０多肥

　注）苗代播種量は１００ｇ /㎡．移植は手植え．

表６　形態及び玄米特性

脱粒性
芒又は
ふ先色

ふ色芒の多少
稈の

品種名
剛柔細太

難黄白黄白無剛太兵系酒１８号
易黄白黄白無柔中比較）山田錦
易黄白黄白無柔中参考）野条穂
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表７　生育特性

特検
葉いも
ち

障害の多少（無（０）－中（５）－１０（甚））穂数穂長稈長成熟期出穂期
試験
年次

品種名
肥
料
水
準

穂発芽めい虫下葉
枯れ

ごま葉
枯病

縞葉
枯病

白葉
枯病

いもち
病倒伏（本 /㎡）（cm）（cm）（月日）（月日）

１０１２２９２１．９ ８９１０/１８/２３１９６２

兵系酒１８号

弱４０２５５２１．２ ８８１０/５８/２４１９６３
００２２３２２１．９ ９２９/３０８/２１１９６４

０１８１２１．０ ８３１０/３８/２５１９６５
５～６０～１１～５１０（１）２３１２２．６ ８２９/２９８/２０１９６６

３～４０～（１）０～２２（０）０～１２１３２２．５ ８９９/２６８/２１１９６７
１４（２）１（２）１０～１２（１）２２５２１．９ ９２１０/２８/２１１９６８

７～９０３（２）１１（２）０（１）２２１２２．２ ８９９/２８８/２３１９６９
７～９４（３）１（２）１２～３（５）０（１）２２７２１．１ ８９１０/２８/２７１９７０
６～１０２１（２）２～４１１（２）２３９２２．０ ８９１０/４８/２５１９７１

２２５２１．８ ８８１０/２８/２３平均標
肥 １０３３１６１９．５ ９６１０/１５９/６１９６２

比較）山田錦

弱１１３３４２０．５ １００１０/２７９/６１９６３
００５３１２２０．５ １１１１０/２０９/１１９６４

１２５２１９．９ ９２１０/２８９/４１９６５
６０５～６２（１）３～６３１４２０．６ １０１１０/１１８/２８１９６６

４～６１（０）１～３０～２７（５）２８３２０．６ １０７１０/１３８/３０１９６７
１（２）５（４）３３（１）０～３６（８）２７７２１．３ １０８１０/２５９/１１９６８
０～２３～４１（２）１（２）４～７２７５２０．１ １０１１０/１５９/２１９６９

８５～６４（３）１（２）２～３４（５）２８７１９．４ １０３１０/１８９/４１９７０
６～９３（２）２１～２２５～６２９７２１．３ １０８１０/１５９/１１９７１

２９５２０．４ １０２１０/１９９/４平均
２２８２２．７ ９７８/２３１９６３

兵系酒１８号

２０５２５６２１．９ ９６１０/５８/２２１９６４
２１８３２１．９ ８７１０/５８/２４１９６５

０～１２～３１１～２２５１２２．８ ８８９/２９８/２０１９６６
４～６２０～４２３６２３．１ ９５１０/１８/２３１９６７
４～６２４２５０２２．５ ９５１０/４８/２２１９６８
４（２）２～（４）０～２２３１２２．３ ９１９/２９８/２３１９６９
４～６２～（４）４～（６）２２２５２２．２ ８６１０/３８/２７１９７０
２（４）２（４）２２（４）２（４）２４８２２．０ ９３１０/４８/２５１９７１

２３４２２．３ ９２１０/２８/２３平均多
肥 ３２８２１．５ １０９９/３１９６３

比較）山田錦

２２８３１２２０．５ １１１１０/２５９/３１９６４
０２５５２０．９ ９３１０/３１９/５１９６５

０４～６３（２）４～７３２４２０．８ １０６１０/１６８/３０１９６６
６～８２～４８２９２２０．８ １１８１０/２０９/１１９６７
６４（２）８（１０）３１６２１．０ １１４１０/３１９/２１９６８
４２（０）８２８７２０．７ １０６１０/１７９/３１９６９
６４（２）４～（６）４～６２８０１９．８ １０３１０/１８９/３１９７０
４（２）２～４２～４４（６）６（８）２９２２１．３ １０５１０/１７８/３１１９７１

２９８２０．８ １０７１０/２２９/２平均
０００２４２２２．３ ９０９/３０８/２１１９６４

兵系酒１８号
０１７７２１．０ ８４１０/４８/２４１９６５

０～１２～４１（２）１（０）２１８２１．６ ８２９/２９８/１９１９６６
４～６０～２０～２２２４２２．２ ９３９/２７８/２１１９６７

２１５２１．８ ８７９/３０８/２１平均少
肥 ００２３０６２０．４ １１０１０/２０９/１１９６４

比較）山田錦
０２３９２０．７ ９２１０/２８９/４１９６５

０５～７１～３３～５２６７１９．９ １０１１０/１１８/２８１９６６
６～８２８２７１２０．６ １１２１０/１５８/３０１９６７

２７１２０．４ １０４１０/１９９/１平均

　注）空欄は調査データなし．障害の多少の括弧内の数字は調査区内の部分的な発生程度を示す．

表８　耐病性特性検定試験 

葉いもち圃場抵抗性（０～１０）縞葉枯病
罹病穂率

白葉枯病
（現地）

穂いもち
品種名

判定１９７１年１９７０年１９６９年１９６８年
（％）（０～１０）（０～１０）

弱９８～９８～９８～９３．１７～８５～８兵系酒１８号
弱８８～９９８～９３．８８（７）４～６比較）山田錦

　注）穂いもち，縞葉枯病は１９６５年度の県立農業試験場本場（明石市）の調査による．        
　　　白葉枯病は１９６５年の白葉枯病常発現地圃場での結果による．括弧内の数字は調査区の部分的な発生程度を示す．
　　　穂いもち，白葉枯病，葉いもち圃場抵抗性の発病程度は，０（無）－５（中）－１０（甚）で示す．

池上　勝・西田清数：放射線突然変異を利用した酒米品種「兵系酒１８号」の育成経過と育種的利用 ４３



表９　穂発芽性

明石本場（１９６５年）酒米試験地（１９６５年）

品種名
６月１７日播種区５月２５日播種区発芽率（％）

穂発芽歩合（％）穂発芽勢（％）穂発芽歩合（％）穂発芽勢（％）自然３０℃
４５日採
取区

３５日採
取区

４５日採
取区

３５日採
取区

４５日採
取区

３５日採
取区

４５日採
取区

３５日採
取区

湿潤浸水湿潤浸水

３６．０２１．１５．０１５．５８１．０３８．７６０．２１７．５０．０３８．４３．０５．９兵系酒１８号
８４．３４２．６６１．８５．０８７．７７４．０７５．８６２．８０．９６８．８３０．５５９．７比較）山田錦

注）酒米試験地の試料採取時期は，兵系酒１８号は成熟期の９日前，山田錦は１６日前．
　　明石本場の穂発芽勢は処理後５日目，穂発芽歩合は８日目の発芽率を示す．３５日採取区は出穂後３５日目，
　　４５日採取区は出穂後４５日目の穂を採取して使用．明石本場の調査は，３０℃に設定した恒温器で実施．

表１０　収量，検査等級及び粒厚分布
精玄米
歩合
（％）

粒厚分布（％）
検査
等級

屑米
重
(kg/a)

中米
収量
(kg/a)

同左
比率
（％）

酒米
収量
(kg/a)

同左
比率
（％）

精玄米
収量
(kg/a)

試験
年次

品
種
名

肥
料
水
準

１．８mm
以下

１．９mm
～１．８mm

２．０mm
～１．９mm

２．１mm
～２．０mm

２．２mm
～２．１mm

２．２mm
以上

３．３ ４．７ １０２ ３５．２ ９９ ３９．９ １９６２

兵
系
酒　

号
１８

標
肥

１～２等４．１ １．７ １３３ ４３．２ １０８ ４４．９ １９６３
９０．３ ２．４ ０．８ １．２ ５．３ ２３．９ ６６．４ ２等２．６ ０．０ １４４ ４８．５ １３３ ４８．５ １９６４
８０．９ ３．８ １．６ ４．４ ９．３ ２８．９ ５２．０ 等外２．０ １４．４ － ２３．０ ２２４ ３７．４ １９６５
９１．８ ０．７ ０．３ １．４ ５．８ ２６．６ ６５．２ ５等３．４ ３５．９ ３ １．６ ８０ ３７．５ １９６６
９５．３ ０．６ ０．３ １．０ ２．８ １１．４ ８３．９ ２等０．８ ０．０ ８４ ４２．９ ８３ ４２．９ １９６７
９４．３ １．０ ０．４ １．３ ３．０ １１．１ ８３．２ ２等 ( 上中）０．７ ０．７ １０９ ５０．０ １０３ ５０．７ １９６８
９３．２ ０．８ ０．５ １．６ ３．９ １４．９ ７８．３ １～２等上０．６ ０．７ ９１ ４２．９ ９０ ４３．６ １９６９
８７．２ １．４ ０．８ ２．９ ７．７ ２０．５ ６６．７ １～２等０．９ １．２ ９６ ４０．３ ９７ ４１．５ １９７０
９０．４ １．５ ０．７ ２．０ ５．４ １９．６ ７０．８ ２．０ ６．６ ９８ ３６．４ １０３ ４３．０ 平均

３．３ ５．９ １００ ３４．６ １００ ４０．５ １９６２

比
較
）
山
田
錦

２等８．０ ９．２ １００ ３２．５ １００ ４１．７ １９６３
６５．２ ６．１ ３．９ ２４．８ ２５．４ ３５．９ ３．９ ４等５．２ ２．８ １００ ３３．７ １００ ３６．５ １９６４
５１．２ ２３．０ ７．９ １７．９ ２６．２ ２１．９ ３．１ 等外１５．８ １６．７ － ０．０ １００ １６．７ １９６５
９１．５ ２．１ １．２ ５．２ ２０．１ ５１．６ １９．８ ３等０．６ １．０ １００ ４５．９ １００ ４６．９ １９６６
９０．５ ２．８ １．３ ５．４ ２３．４ ５２．８ １４．３ ３等１．５ ０．７ １００ ５１．１ １００ ５１．８ １９６７
８６．１ ３．５ ２．０ ８．４ ２３．２ ４３．５ １９．４ ２等 ( 中下）１．８ ３．４ １００ ４５．８ １００ ４９．２ １９６８
７８．７ ３．７ ３．１ １４．５ ３８．４ ３６．６ ３．７ ２等（上中）１．９ １．６ １００ ４７．１ １００ ４８．７ １９６９
８５．４ ３．８ ２．０ ８．８ ３１．０ ４５．７ ８．７ １～２等１．７ ０．９ １００ ４２．１ １００ ４３．０ １９７０
７８．４ ６．４ ３．１ １２．１ ２６．８ ４１．１ １０．４ ４．４ ４．７ １００ ３７．０ １００ ４１．７ 平均

１～２等４．８ ２．４ １２８ ４０．９ １０３ ４３．３ １９６３

兵
系
酒　

号
１８

多
肥

８８．７ ３．１ ０．８ １．２ ６．２ ２５．１ ６３．６ ３等２．６ ３．１ ２４１ ４３．７ １１４ ４６．８ １９６４
８２．０ ４．３ １．４ ４．０ ８．３ ２７．４ ５４．６ １等２．３ １．６ － ３６．０ １９１ ３７．６ １９６５
８８．３ １．６ ０．７ ２．２ ７．２ ２９．２ ５９．１ １．０ ４１．２ ５ １．４ ８８ ４２．６ １９６６
９４．２ １．２ ０．４ １．２ ３．０ １１．０ ８３．２ ０．８ ０．０ ９４ ５２．２ ９３ ５２．２ １９６７
９０．８ １．７ ０．６ ２．０ ４．９ １７．０ ７３．８ ２等 ( 中下）１．３ １．１ ２１２ ５３．０ １１０ ５４．１ １９６８
９３．０ １．１ ０．４ １．５ ４．０ １６．９ ７６．１ ２等（上中）０．８ ０．７ １１０ ４７．５ ９８ ４８．２ １９６９
９０．１ １．１ ０．６ ２．４ ５．８ １９．３ ７０．８ ０．７ １．１ ９２ ４１．４ ９２ ４２．５ １９７０
８９．６ ２．０ ０．７ ２．１ ５．６ ２０．８ ６８．７ １．８ ６．４ １３２ ３９．５ １０４ ４５．９ 平均

２等９．１ １０．２ １００ ３１．９ １００ ４２．１ １９６３

比
較
）
山
田
錦

５２．３ ９．２ ５．８ ３２．７ ２５．０ ２５．７ １．６ ４等７．２ ２７．９ １００ １３．２ １００ ４１．１ １９６４
５３．４ ２０．８ ７．６ １８．２ ２６．６ ２３．７ ３．１ 等外１７．０ １９．７ － ０．０ １００ １９．７ １９６５
８１．９ ５．４ ２．６ １０．１ ３１．２ ４３．６ ７．１ ２．７ ２２．６ １００ ２６．０ １００ ４８．６ １９６６
８８．５ ３．９ １．６ ６．０ ２３．５ ５２．０ １３．０ ０．８ １．０ １００ ５５．４ １００ ５６．４ １９６７
６８．８ ８．９ ５．０ １７．３ ３２．０ ３１．０ ５．８ ２等下～３等５．０ ２４．２ １００ ２５．０ １００ ４９．２ １９６８
７７．３ ４．４ ３．３ １５．０ ３７．９ ３５．６ ３．８ ２等 ( 中下）４．１ ６．４ １００ ４３．０ １００ ４９．４ １９６９
８４．３ ４．２ ２．１ ９．４ ２７．７ ４４．９ １１．７ ２．０ １．０ １００ ４５．１ １００ ４６．１ １９７０
７２．４ ８．１ ４．０ １５．５ ２９．１ ３６．６ ６．６ ６．０ １４．１ １００ ３０．０ １００ ４４．１ 平均
９０．４ １．５ ０．６ １．０ ５．５ ２２．９ ６７．５ ２等１．６ ０．０ ２４１ ４８．６ １０８ ４８．６ １９６４

兵
系
酒　

号
１８

少
肥

８４．９ ３．５ １．４ ３．２ ７．０ ２２．９ ６２．０ ３等１．９ １２．８ － ２３．８ １３６ ３６．６ １９６５
８９．０ １．０ ０．５ ２．０ ７．５ ３０．２ ５８．８ ０．６ ３７．１ ３ ０．９ ８４ ３８．０ １９６６
９５．４ ０．６ ０．３ １．１ ２．６ １０．５ ８４．９ ０．９ ０．０ ９４ ４８．１ ９２ ４８．１ １９６７
８９．９ １．７ ０．７ １．８ ５．７ ２１．６ ６８．３ １．３ ２５．０ １２０ ３０．４ １０１ ４２．８ 平均
６５．８ ５．６ ４．０ ２４．６ ２５．４ ３６．２ ４．２ ３等５．４ ２４．９ １００ ２０．２ １００ ４５．１ １９６４比

較
）
山
田
錦

６０．８ １８．２ ６．２ １４．８ ２５．５ ２９．７ ５．６ 等外８．７ ２７．０ － ０．０ １００ ２７．０ １９６５
８９．８ ２．５ １．３ ６．４ ２５．７ ５２．６ １１．５ １．２ １５．６ １００ ２９．９ １００ ４５．５ １９６６
９１．５ ２．５ １．１ ４．９ ２２．８ ５４．５ １４．２ １．３ １．３ １００ ５０．９ １００ ５２．２ １９６７
７７．０ ７．２ ３．２ １２．７ ２４．９ ４３．３ ８．９ ４．２ １７．２ １００ ２５．３ １００ ４２．５ 平均

注）精玄米収量は１９６１～１９６６年までは，酒米収量と中米収量の合計，１９６７年以降は兵系酒１８号は粒厚２．１mm以上，山田錦は２．０mm以上の玄米重を示
す．酒米収量は，検査等級２等以上に相当する玄米重．精玄米歩合は，兵系酒１８号は２．１mm以上の割合，山田錦は２．０mm以上の割合で示す．検
査等級は，兵庫食糧事務所加東支所に依頼．
空欄は調査データなし．

兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告〔農業編〕第５６号（２００８）４４



「山田錦」より１３日早く，成熟期は１０月２日で１７日早い

早生種である．稈長は８８cmで「山田錦」より１４cm短い

中稈で，倒伏の発生は少ない．穂長はやや長く，穂数が

少ない穂重型品種である．いもち病や白葉枯病は「山田

錦」と同程度で弱い．

　表８の耐病性特性検定の結果では，葉いもち圃場抵抗

性は「山田錦」とほぼ同じ弱で，穂いもちは「山田錦」

より発生がやや多い．白葉枯病の発生も同程度である．

縞葉枯病は「山田錦」と同じで感受性である．耐穂発芽

性は，「山田錦」より強い（表９）．

�　収量，検査等級及び粒厚分布

　表１０に酒米試験地における収量，検査等級及び粒厚分

表１１　千粒重及び玄米形質 
酒米適性
指数

球状
指数

粒厚：T粒幅：B粒長：L粒形粒大
腹白
大小

腹白
多少

心白
率

心白
大小

心白
多少

千粒重試験
年次

品
種
名

施
肥
水
準 (mm)(mm)(mm)（％）（ｇ）

３１．４ １９６２

兵
系
酒　

号
１８

標
肥

円大極稀多３２．０ １９６３
円大少（中）極多３０．６ １９６４
円大４．０ 大７ １９６５
円大６．０ ７４．０ 大８ ２９．３ １９６６
円大２～４極大９ ３１．１ １９６７
円大５(４)極大９ ３０．３ １９６８
円大５(６)大８(９)３０．２ １９６９
円大中５．０ 大９ ２７．８ １９７０

３０．３ 平均
２７．３ １９６２

比
較
）
山
田
錦

長大少中２８．５ １９６３
長大少（中）中（多）２６．４ １９６４
長小２．０ 中３ １９６５
長大４．０ ４８．３ やや大６ ２７．６ １９６６
長大３(２)中小５(４)２７．３ １９６７
中大４(３)中（中大）６～８２７．７ １９６８
長大２～３中７(８)２５．６ １９６９
中大中小３．０ 中小４ ２５．５ １９７０

２７．０ 平均
円大極稀多３１．３ １９６３

兵
系
酒　

号
１８

多
肥

円大少（中）極多３０．４ １９６４
円大４．０ 大７ １９６５
円大７．０ ７０．９ 大９ ２８．７ １９６６

０．３１ ０．２７ ２．３７ ３．４９ ５．５８ 円大３．０ 大９ ３０．９ １９６７
０．３３ ０．２８ ２．３６ ３．５１ ５．４６ 円大６(５)極大（大）９(８)２９．３ １９６８
０．３２ ０．２７ ２．３９ ３．５５ ５．５７ 円大５～６大９(８)２９．７ １９６９
０．３２ ０．２９ ２．３５ ３．５２ ５．３８ 円大大６．０ 大８ ２８．４ １９７０
０．３２ ０．２８ ２．３７ ３．５２ ５．５０ ２９．８ 平均

長大少中２８．３ １９６３

比
較
）
山
田
錦

長大少中（多）２６．３ １９６４
長小２．０ 大７ １９６５
中大４．０ ５５．９ やや大７ ２６．６ １９６６

０．２３ ０．２１ ２．１４ ３．２４ ５．７４ 長大３～４中小５ ２７．４ １９６７
０．２３ ０．２１ ２．１６ ３．２２ ５．７１ 長大３～４中～中大６(７)２６．８ １９６８
０．２２ ０．２１ ２．１３ ３．２１ ５．６６ 長大３(４)中大８ ２５．７ １９６９
０．２３ ０．２３ ２．１５ ３．２２ ５．４９ 中長大中小３．０ 中５ ２５．６ １９７０
０．２３ ０．２２ ２．１５ ３．２２ ５．６５ ２６．７ 平均

円大少極多３０．７ １９６４
兵
系
酒　

号
１８

少
肥

円大４．０ 大７ １９６５
円大７．０ ７２．４ 大９ ２９．０ １９６６
円大４～ (２)大９ ３１．１ １９６７

３０．３ 平均
長大少中（多）２６．６ １９６４比

較
）
山
田
錦

長小１．０ 中３ １９６５
中大４．０ ５３．６ やや大８ ２６．９ １９６６
長大４(３)中小５～６２７．４ １９６７

２７．０ 平均

　注）心白，腹白の多少は，０（無） ３ー（少）－５（中）－７（多）－９（極多）で示す．括弧内の数字は，反復間での異なるデータを示す．
　　　心白率は，（５×大＋４×中＋２×小）／５×N×１００の式より算出．大，中，小は大きさ別の心白発現粒数，Ｎは調査全粒数を示す．
　　　球状指数は，（BT／Ｌ２）の式で算出した．値が１．０に近いほど球形に近い．酒米適性指数は，｛４BT／（１０L）２×千粒重｝の式より
　　　算出した．値が多いほど適性が高い．表中の空欄は調査データなし．

池上　勝・西田清数：放射線突然変異を利用した酒米品種「兵系酒１８号」の育成経過と育種的利用 ４５



布を示す．表中の酒米収量とは検査等級が２等以上にな

るように調製した場合の玄米重のことである．１９６２～

１９６７年までの精玄米重は，酒米重と中米重の合計で，中

米重は検査等級が３等以下で粒厚が１．８mm以上の玄米重

である．１９６８年以降の精玄米重は，「兵系酒１８号」の粗玄

米のうち粒厚が２．１mm以上の玄米重，「山田錦」は粒厚が

２．０mm以上の玄米重を示す．中米重は精玄米の粒厚未満

で１．８mm以上の粒厚の玄米重である．屑米重は１．８mm未

満の粒厚の玄米重である．「兵系酒１８号」は「山田錦」よ

り全ての肥料区で多収であり，標肥区の精玄米重は

４３．０kg ／ a で「山田錦」対比１０３％である．

　検査等級は全般に「山田錦」よりやや優れる．

　粒厚分布は，「兵系酒１８号」は２．２mm以上の割合が

７０．８％と非常に高い．中米，屑米は少なく，２．１mm以上

の精玄米歩合は９０．４％であり，「山田錦」より高い．

�　千粒重及び玄米形質

　表１１，図３に酒米試験地における千粒重及び玄米形質

を示す．

　千粒重は３０．３ｇと非常に大粒で，「山田錦」より３ｇも

大きい．心白の発生は「山田錦」よりも多く，大きさも

大きい．腹白の発生は「山田錦」より多い．

　粒形は粒幅が３．５２mmでかなり円形である．粒大は大

である．球状指数，酒米適性指数はともに「山田錦」よ

り大きく優れる．なお，球状指数は精米特性が球形に近

いほど優れることを想定した指数であり，値が大きく１に

近いほど球形で，優れるとする指数である．酒米適性指

表１２　但馬分場における生産力検定試験の耕種概要

施肥量（窒素成分 kg ／ a）
栽植密度

（条間×株間）
移植期
（月日）

播種期
（月日）

作期試験年次 穂肥
基肥

幼穂形成期
２５cm×２０cm６／２６５／１１標準１９６２

０．２０．６２５cm×２０cm６／２６５／１０標準１９６３
０．１８０．５６２５cm×２０cm６／２３５／１１標準１９６４
－０．６３２４cm×１８cm５／２６４／２１中期

１９６５
０．１８０．５６２５cm×２０cm６／２６５／１０標準
０．２６０．５６２４cm×１８cm５／２２４／２０中期

１９６７
０．２６０．５６２５cm×２０cm６／２１５／１０標準

　注）作期の中期は早植栽培のことを示す．１９６２年の施肥量は不明．

表１３　但馬分場における生育，収量び品質

品質千粒重
同左
比率

玄米
重量

障害の多少
（無（０）－中（５）－１０（甚））

穂数穂長稈長成熟期出穂期
試験
年次

品種名

作
期
の
種
類 （ｇ）（％）(kg/a)

カラ
バエ

白葉
枯病

穂い
もち

葉い
もち

倒伏（本 /㎡）（cm）（cm）（月日）（月日）

中中２８．７１０８４４．８１０１～２１～２０２５５２２．６８７１０／５８／２４１９６２

兵系酒１８号

標
準
栽
培

中下２８．７９８３２．７１１２０２５５２１．２８８１０／５８／２４１９６３
下上２７．８１０６４２．５１０～１４２～３０２４９２１．６９７１０／１８／２４１９６４
中下２５．６９８３１．１０５２～３７～８０２６１１９．９９５１０／１２８／３０１９６５
中上２８．４８３３３．２０１４～５３０２６４２１．０８３１０／４８／２８１９６７

２７．８９９３６．９２５７２１．３８６１０／５８／２６平均
中中２５．２１００４１．５３１０１１１～２２６３２２．０１１２１０／９８／２８１９６２

比較）野条穂

中下２５．５１００３３．３１４３６２４０２１．９１０９１０／１５８／２９１９６３
上下２４．８１００４０．１１５～６４４４２６７２１．０１２２１０／４８／２７１９６４
下上２３．６１００３１．８１６１～２５～６１～２２５８２０．４９０１０／１４９／１１９６５
中上２６．０１００４０．２０～１１２～３３～４２２７３２１．３１０５１０／５８／２９１９６７

２５．０１００３７．４２６０２１．３１０８１０／９８／２９平均
中下２６．４１２２５０．８００１１０３０８１９．７９９１０／１７９／４１９６３

参考）山田錦
下中２６．１１０７３５．６１１１１３３４２０．５１００１０／２７９／６１９６４
下下２３．２９０２８．６０４２～３６～７０～１３４３１９．８８３１１／３９／９１９６５

２５．２１０８３８．３３２８１９．３９４１０／２６９／６平均
中上２８．３９５３２．９０１１０１～３２３４２０．８８８９／２９８／１７１９６５

兵系酒１８号中
期
栽
培

上下２４．７９３３０．６７１６２０２５５２２．５７５９／２１８／１５１９６７
２６．５９４３１．８２４５２１．７８２９／２５８／１６平均

中中２４．８１００３４．８０４～５１０２～５２５７２０．９１０１１０／１８／１８１９６５
比較）野条穂 上下２２．２１００３２．９４１５２０２６４２２．５９５９／２１８／１６１９６７

２３．５１００３３．９２６１２１．７９８９／２６８／１７平均
 　注）空欄は調査データなし．
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数は球状指数の要素に，大粒であるほど酒造適性が優れ

ることを想定した粒大の要素を加えた指数で，値が大き

いほど適性が優れる．球状指数，酒米適性指数はともに

酒米試験地主任研究員の角田和美が考案した指数であ

る３）．また，角田は心白の発現率と心白の大きさの両方

を合わせて示す指数である心白率も作成している３）．

�　但馬分場における成績

　表１２に但馬分場の１９６２～１９６７年までの生産力検定試験

の耕種概要を，表１３に結果を示す．

　県北部の但馬分場でも当時の標準栽培の移植期は６月

２１日～２６日で，準早期栽培に相当する５月２２日～２６日の

移植栽培は中期栽培としていた．移植方法は酒米試験地

表１４　現地試験における成績

品質千粒
重

同左
比率

玄米
重量障害の多少 （（無（０）－中（５）－１０（甚））穂数穂長稈長成熟期出穂期

試験
年次品種名

施
肥
水
準

実
施
場
所 （ｇ）（％）(kg/a)ウンカごま葉

枯病
いもち
病メイ虫紋枯病白葉

枯病倒伏（本 /㎡）（cm）（cm）（月日）（月日）

２９．４１０５４８．００３００２３０２２．３ ９４１０/１８/２０１９６３

兵系酒１８号
標
準
肥吉

川
町
上
松

３０．３１２５５４．１０３００２９５２１．９ ９２１０/４８/２５１９６４

２９．９１１５５１．１２６３２２．１ ９３１０/３８/２３平均

２８．３１００４５．５３５０５３３３２０．３ １１１１０/１３９/２１９６３

比較）山田錦 ２７．１１００４３．４３３００３４８２１．９ １１７１０/１２９/７１９６４

２７．７１００４４．５３４１２１．１ １１４１０/１３９/５平均

３０．３１２７５２．２０５００２９６２２．９ ９２１０/５８/２６１９６４兵系酒１８号多
肥 ２６．６１００４１．２３７０５３５１２２．０ １１７１０/１５９/７１９６４比較）山田錦

３０．４１２２５３．５０３００２９０１９．９ ９１１０/３８/２５１９６４兵系酒１８号少
肥 ２７．０１００４４．００３００３３９２１．９ １１６１０/１２９/５１９６４比較）山田錦

１０８３７．５３５３２９０２１．６ ９７９/２８８/２１１９６５

兵系酒１８号

標
準
肥

吉
川
町
福
吉

中上～中中２９．２１２１４７．９０２２６２２．１ ９１９/２３８/１７１９６６

２８．６８０４１．６３～４３～４４０２５７２１．４ ９２９/２５８/２０１９６７

２９．０１３３５５．２３４２０～１３４１２３．０ ９５９/２５８/１８１９６８

２９．１９９５２．８２３３２０２５５２１．９ ９４９/２３８/１８１９６９

１００４５．６２１２０３０４２１．２ ８７１０/１８/２０１９７０

２９．０１０７４６．８２７９２１．９ ９３９/２６８/１９平均

１００３４．６５３５３３９２１．５ １１１１０/１２８/３０１９６５

比較）山田錦

中中２６．２１００３９．７０３０６２２．２ １０６１０/８８/２８１９６６

２７．４１００５２．０３３４３３１５２１．０ １１０１０/１５９/３１９６７

２６．０１００４１．４４３３３３４３２０．２ １０２１０/２５９/３１９６８

２８．１１００５３．２３３２３２３２６２０．７ １０５１０/２０８/２５１９６９

１００４１．８２１２２３４９１９．９ １０７１０/１８９/１１９７０

２６．９１００４３．８３３０２０．９ １０７１０/１６８/３０平均

１２４３３．８５５３２９４２１．９ ９８９/３０８/２３１９６５

兵系酒１８号

多
肥

中上２８．８１５７４７．７２３８２２．６ ９２９/２３８/２８１９６６

２８．２８９４７．６３３～４３～４３２８３２１．６ ９３９/２６８/２１１９６７

２９．３１５３５３．０３３２０３４２２５．０ ９５９/２６８/２２１９６８

２８．７１３７５２．２３２３２２２９７２２．２ ９５９/２５８/２０１９６９

１２６５１．２２２２２３２５２２．０ ８８１０/１８/２０１９７０

２８．８１２７４７．６２９７２２．６ ９４９/２７８/２１平均

１００２７．３５５５３５０２１．４ １１３１０/１３９/３１９６５

比較）山田錦

中中２６．２１００３０．３２９８２２．８ １０２１０/９９/１１９６６

２７．３１００５３．４３～４３３～４４３２１２２．４ １１２１０/１６９/６１９６７

２５．５１００３４．７４２２２３８２２０．６ １０７１０/２６９/６１９６８

２６．４１００３８．１３３３３３３３４２１．２ １１２１０/２０９/１１９６９

１００４０．６２２２３３６１２０．３ １１１１０/１８９/２１９７０

２６．４１００３７．４３４１２１．５ １１０１０/１７９/３平均

１１６３３．３３３３２８８２０．６ ９６９/２８８/２０１９６５

兵系酒１８号

少
肥

中上２９．０１０８４８．５０２１２２０．８ ８７９/２２８/１６１９６６

２７．８６７３２．６３３３０２５２１９．２ ９１９/２４８/１８１９６７

２８．４９３３８．１２５１２０．２ ９１９/２５８/１８平均

１００２８．８３３３３３３２１．２ １１０１０/１０８/２８１９６５

比較）山田錦
中中２６．９１００４４．９０２８４２０．７ １００１０/５８/２７１９６６

２７．５１００４８．９３３４３３１２２０．４ １０８１０/１４９/２１９６７

２７．２１００４０．９３１０２０．８ １０６１０/１０８/２９平均

　　注）施肥量は不明．空欄は調査データなし．
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と同様に全て手植えである．

　但馬分場では比較品種は「野条穂」であり，「兵系酒１８

号」は早生酒米品種の「野条穂」よりも出穂，成熟期が

３～４日早かった．稈長は８６cmと「野条穂」より短く，

倒伏の発生はほとんどなかった．玄米重量は酒米試験地

の結果と異なり，「野条穂」や「山田錦」より少なかった．

品質は「山田錦」とは同程度かやや優れたが，「野条穂」

よりはやや劣った．千粒重は２７．８ｇと酒米試験地より２

ｇ程度小さかった．

�　酒米試験地担当現地試験の成績

　表１４に酒米試験地が担当した美嚢郡吉川町上松（１９６３

～１９６４年）と同町福吉（１９６５～１９７０年）での現地試験の

結果を示す．

　現地試験の生育特性は概ね酒米試験地場内の結果と同

じであり，倒伏の発生は「山田錦」より少なく，収量性

は高い．障害の発生では，いもち病の発生が「山田錦」

よりやや多いが，紋枯病の発生はやや少ない．紋枯病の

発生が少ない理由は，穂重型品種で茎数が少ないことに

よると考えられる．　　

３　現地試作における醸造特性及び栽培評価

�　精米特性

　表４に示したように，「兵系酒１８号」は１９６４年から醸造

試験用に現地試作が開始され，酒造メーカーにより醸造

適性が調査された．

　表１５に精米特性を示す．酒米試験地，白鶴酒造の佐竹

式テストミルによる精米試験及び菊正宗酒造の大型精米

機を用いた精米特性の傾向は全て同様であり，「兵系酒１８

号」は精米が早く，米の組織が柔らかいと考えられた．

また，産地により程度は異なるが，全般に砕粒が多いた

め，無効精米歩合が高かった．

�　吸水性・製麹及び酒母特性

　表１６に１９６４年産を用いた菊正宗酒造と白鶴酒造による

吸水性，製麹性及び酒母特性の調査結果を示す．「兵系酒

表１５　精米特性

無効精米歩合重量精米率真精米率千粒重精米時間
品種名産地年産調査場所

（％）（％）（％）（ｇ）
０．０１００．０１００．０２９．６玄米

兵系酒１８号

吉川町脇川

１９６４年

酒
米
試
験
地

-０．８９０．０８９．２２６．４１分後
１．６８０．５８２．１２４．３２分後
２．８７２．５７５．３２２．３３分後
９．０６２．３７１．３２１．１４分後
１４．６５１．３６５．９１９．５５分後
０．０１００．０１００．０２６．６玄米

比較）山田錦

-１．１９２．８９１．７２４．４１分後
-０．７８４．５８３．８２２．３２分後
-１．４８０．０７８．６２０．９３分後
-０．３７２．５７２．２１９．２４分後
３．９６０．０６３．９１７．０５分後
０．０１００．０１００．０３０．３玄米

兵系酒１８号

吉川町福吉

-０．６８９．０８８．４２６．８１分後
-０．９８１．８８０．９２４．５２分後
２．６７４．０７６．６２３．２３分後
８．３６３．０７１．３２１．６４分後
１４．３５２．０６６．３２０．１５分後
０．０１００．０１００．０２７．５玄米

比較）山田錦

-１．８９２．３９０．５２４．９１分後
-０．６８５．３８４．７２３．３２分後
１．７７９．０８０．７２２．２３分後
３．２７１．０７４．２２０．４４分後
３．５６７．０７０．５１９．４５分後
砕粒
（％）

無効精米歩合
（％）

重量精米率
（％）

真精米率
（％）

千粒重
（ｇ）品種名産地年産試験場所

３．６２１．９７７５．００７６．９７２２．３４
兵系酒１８号三木市細川

１９６６年
白
鶴
酒
造

４．４０３．０６７２．００７５．０６２１．７９
８．３０２．１０７０．００７２．１０２０．９３
６．２７５．５４７５．００８０．５４２２．３３

兵系酒１８号山崎町 ８．２６５．１９７２．００７７．１９２１．４０
１１．６７４．０２７０．００７４．０２２０．５３
５．７８２．６４７５．００７７．６４２１．０３

比較）山田錦不明 ５．５３２．３６７２．００７４．３６２０．１４
１０．０２０．６９７０．００７０．６９１９．１５

無効精米歩合重量精米率真精米率消費電力
品種名産地年産試験場所

（％）（％）（％）(KWH)
３．６７２．２７５．８ ４３．７ 兵系酒１８号

不明１９６４年菊正宗酒造
２．３７１．５７３．８ ６２．０ 比較）山田錦

注）酒米試験地及び白鶴酒造株式会社の調査は佐竹式テストミルを使用．金剛ロールのメッシュは４６，回転数は１１５０rpm．
　　菊正宗酒造株式会社における調査は，大型精米機で玄米６００kg を使用．
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１８号」は「山田錦」に比べて吸水性はやや低く，蒸米の

弾力性が劣った．麹の酵素活性は「山田錦」と同程度～

やや高い．酒母は製造の初期は形状が荒く，香気が弱かっ

たが，酒母成功後は「山田錦」との差はほとんどなかっ

た．

�　醸造特性の総合評価

　１９６６年産の調査データはないが，１９６７年４月に開催し

た「酒米新品種試作研究会」や同年７月の「兵系酒１８号

の取扱協議会」の資料に，菊正宗酒造，白鶴酒造，日本

盛の３社による「兵系酒１８号」の醸造特性に対する総合

的な評価と使用への意向が記録されている．

　「兵系酒１８号」の醸造特性に対する総合的な評価として

は，「山田錦」に比べて劣り，酸が多いため高級酒が作り

にくい等のコメントが述べられている．ただし，１０月１０

日までに酒造メーカーに入荷が可能であれば「たかね錦」

の代用として「早造り」用の原料として利用したいこと

や「山田錦」が入荷されるまでのつなぎとして使用した

いとの意向が出された．

�　生産農家による栽培評価

　「兵系酒１８号」について１９６８年に試作農家１５軒を対象に

実施したアンケート調査結果を表１７に示した．アンケー

トの結果では，「兵系酒１８号」は「山田錦」と比較して，

労力配分上の点で良いことや品質の評価が高かった．収

量や作りやすさは同程度であったが，病害虫の点では「山

田錦」より弱いとの判定であった．栽培法の改善では，

植え付けを早くし，もう少し密植にする必要があり，病

害虫防除を多くすること等，「兵系酒１８号」の品種特性を

良く把握した上での対応を考えていることが伺える．

４　「兵系酒１８号」の育種素材としての利用

　表１８に「兵系酒１８号」を交配母本に用いた育成品種及

び育成有望系統を示す．「兵系酒１８号」は中稈で極大粒で

あり，心白の発現が多いため，酒米の育種素材として注

目された．兵庫県では「なだひかり」１２）や「兵庫北錦」９）

表１６　酒造適性

品種名
項目調査の種類

調査
担当 比較）山田錦兵系酒１８号

３８ ３７ （％）吸水率浸漬・蒸
きょう試験

菊
正
宗
酒
造
株
式
会
社

４８ ４７ （％）蒸し米吸水率
２８ ２９ α-ｱﾐﾗｰｾﾞ

酒
母
麹

麹分析

１０．５ １０．１ β-ｱﾐﾗｰｾﾞ
３１．０ ３０．５ PH３ﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ
２０．６ １６．０ PH６ﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ
３９ ３８ α-ｱﾐﾗｰｾﾞ添

麹 ５．９ ６．１ β-ｱﾐﾗｰｾﾞ
４９ ４９ α-ｱﾐﾗｰｾﾞ

留
麹

５．１ ５．１ β-ｱﾐﾗｰｾﾞ
２８．６ ２５．８ PH３ﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ
２３．５ ２４．０ PH６ﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ

弾力性のある持ち味を発揮するやや赤みを帯び，品温の低下とともにばらつく　蒸米比較所見

白
鶴
酒
造
株
式
会
社

３２．６ ３０．７ （％）水分

製麹試験

０．８２ ０．６２ 酸度
２６．０ ２２．１ 糖分
９６４．４ １２８４．３ α-ｱﾐﾗｰｾﾞ
５８．５ ７９．４ β-ｱﾐﾗｰｾﾞ
１１．３ ３０．７ （％）液化試験
１８．０ １８．２ ボーメ

７日目

酒母

４．０ ４．２ 酸度
１３．０ １３．０ 品温

好適米の本分とも言うべき，表面より
自然的に液化し，手触りも良好

手触り多少荒く，ざらつき気味．芯が残って行く
様にある

所見

１８．０ １８．１ ボーメ
９日目

４．４５ ４．６０ 酸度
１７．２ １７．２ ボーメ

１０日目 ５．５５ ６．００ 酸度
香気良好香気山田錦よりもやや弱い所見
８．３３ ９．４３ ボーメ酒母成功桶の平均

分析値 ８．１３ ８．７３ 酸度
「兵系酒１８号」は山田錦に及ばず，多少芯が残るが，麹はできやすく酵素力もあり酒母
に使用しても支障はない．香気も膨化時までは山田錦の方が優れるが，酒母成功後は相
違はない．

総合所見

１９．０ １８．５ （％）アルコール

囲酒分析
-２．５ -１．２ 日本酒度
１．９ ２．０ (ml)酸度
２．０ ２．０ (ml)アミノ酸度

池上　勝・西田清数：放射線突然変異を利用した酒米品種「兵系酒１８号」の育成経過と育種的利用 ４９



等の酒米５品種の直接的または間接的な母本として利用

された．また，掛米専用品種「兵系カ４３号」１５）や紫黒米

品種「ゆかりの舞」にも関係している．

　兵庫県以外では，青森県で「兵系酒１８号」と「レイメ

イ」の交配から「おくほまれ」が育成され，さらに「華

吹雪」の育成につながっている１３）．「華吹雪」は山形県

の「出羽燦々」１１）等，多くの酒米品種育成に利用され，「華

吹雪」と「出羽燦々」に由来する酒米品種は東北地方を

中心に７品種にのぼる．

　青森農業試験場の有馬・山崎（１９８３）は，「兵系酒１８号」

と「レイメイ」の交配から育成した「青系７９号」（のちの

「おくほまれ」）の大粒性の遺伝様式を解析している１）．

「青系７９号」の大粒性は，１個の不完全優性主働遺伝子

に支配され，その作用力は玄米重を１．３０～１．４０倍に大き

くし，粒厚と粒幅に対して作用すること，また，稈長や

穂長には作用を示さず，育成の初期段階から短稈大粒個

体の選抜が容易であることを報告している．

　さらに，この大粒性遺伝子を有する場合は，穂数が２０

～３０％減少するとのことである．「青系７９号」の大粒性遺

伝子は「兵系酒１８号」に由来し、その源は「I．M．１０６」

に由来すると考えられる．

５　「兵系酒１８号」の普及と現状

　表１９に「兵系酒１８号」の作付面積の推移を示す．「兵

系酒１８号」は１９７２年から本県の特定奨励品種に採用され

たが，１９７４年の８７ha が最大面積で，その後は３０～４０ha の

規模で生産が続いている．１９８１年８月に開催された奨励

品種決定協議会では，特定奨励品種の面積要件の３００ha

に達していないことを理由に廃止が決定された．奨励品

種廃止後も生産は美嚢郡吉川町（現，三木市吉川町）で

継続され，灘の酒造メーカー菊正宗酒造１社だけと契約栽

培が行われている．

６　酒米の育種目標の設定

　酒米試験地では１９６０年に田渕満一主査や１９６５年に角田

和美主任が赴任し，品種育成に力が入れられた．特に角

田は，１９６８年に「酒米品種の地域別育種目標」（表２０）や

「酒米品種の育成段階別育種目標」（表２１）を作成した５）．

　「酒米品種の地域別育種目標」は県下をＡ～Ｅまでの５

地域に区分し，地域の気象条件や発生しやすい病害虫を

考慮し，地域毎に目標とする熟期，草型，病害虫の抵抗

性や穂発芽性や低温発芽性を示したものである．この地

域別目標は，育成品種を県下のどの地域に普及すれば良

いか判断する際の目安となる．

表１７　「兵系酒１８号について」のアンケート調査結果（１９６８年度実施） 

昭和４２年度の栽培経験により見て，本年度の作付希望計画や兵系酒１８号の優点や欠点を次にご記入下さい．

回答数（人数）項目

（不明）減らしたい増やしたい前年並
（１）　本年度の作付希望

１２４８

（２）　（１）の理由

（不明）変わらない悪い良い
（イ）労力配分上

１２０１２

変わらない少ない多い
（ロ）収量（山田錦に比べ）

０５５５

（不明）変わらない悪い良い
（ハ）品質

２１４８

（不明）変わらない作り難い作り易い
（ニ）作り易さ

１４５５

（不明）変わらない弱い強い
（ロ）病害虫に

０１１０４

（３）　昭和４２年度の経験より，本年作る場合は，栽培法をどのように改善したいと思われますか

（不明）変わらない遅くもう少し早く
（イ）植え付け時期

１４２８

（不明）変わらない疎植もう少し密植
（ロ）植え付け密度

２６０７

（不明）変わらない少なくもう少し多く
（ハ）施肥量

１１８５

（不明）変わらない少なくもう少し多く
（ニ）病虫害防除

０３０１２

（不明）変わらない遅くもう少し早く
（ロ）刈り取り時期

０６３６

　注）調査対象者数１５名

兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告〔農業編〕第５６号（２００８）５０



表１８　「兵系酒１８号」に由来する育成品種及び育成有望系統

備考（用途）来歴育成年育成者旧系統名品種系統名

５８１０-１９/ 兵系酒１８号 // 東近系１０１１１９７７兵庫県兵系酒２８号なだひかり

育　
　

成　
　

品　
　

種

５８１０-１９/ 兵系酒１８号 // 東近系１０１１１９８３兵庫県兵系酒３６号六甲錦

兵系酒１８号 / レイメイ１９８４青森県青 系７９号おくほまれ

青系７９号 / ふ系１０３号１９８５青森県青系酒９７号華吹雪

なだひかり / 五百万石１９８６兵庫県兵系酒３８号兵庫北錦

美山錦 / 青系酒９７号１９９５山形県山形酒４９号出羽燦々

五百万石 / 華吹雪１９９６石川県石川酒３０号石川酒３０号

山形酒４９号 / 秋田酒４９号１９９９岩手県岩南酒１３号吟ぎんが

秋田酒４４号 / 東北１４１号２０００岩手県岩手酒５２号ぎんおとめ

八反錦１号 / 山形酒４９号２０００福島県福 島 酒２号夢の香

秋系酒２５１/ 秋系酒３０６２００１秋田県秋田酒７７号秋田酒こまち

美山錦 / 兵庫北錦２００１JAﾃﾗﾙ 越前大 系 ５ 号越の雫

兵庫北錦 / ひだほまれ２００２兵庫県兵系酒６５号杜氏の華

兵庫北錦 / 吟の精２００２兵庫県兵系酒６６号杜氏の夢

山田錦 / 華吹雪２００２青森県青系酒１４０号華想い

滋系酒５６号 / 山形酒４９号２００４山形県山形酒８６号出羽の里

紫黒米品種兵系カ４３号 / 育２５３-１０２００６兵庫県兵系紫７５号ゆかりの舞

兵系酒２８号 / 五百万石１９８２兵庫県兵系酒３９号

育　

成　

有　

望　

系　

統

兵系酒２８号 / 五百万石１９８２兵庫県兵系酒４０号

掛米専用兵系酒２８号 / はりま１９８４兵庫県兵系カ４３号

五百万石 / 青系酒９４号１９９１新潟県新潟酒３６号

灘錦 / 兵系酒３８号１９９６兵庫県兵系酒６０号

灘錦 / 兵系酒３８号１９９６兵庫県兵系酒６１号

掛米専用中国９３号 / 兵系カ４３号１９９６兵庫県兵系カ６２号

山形酒４９号 / 秋田酒５０号１９９７岩手県岩南酒１５号

吟の精 / 山形酒４９号１９９８山形県山形酒７３号

五百万石 / 華吹雪２００３石川県石川酒５０号

関東１３０号 / 華吹雪２００４長野県信交酒５１６号

低グルテリン酒米ＬＧＣ１/ 兵庫北錦２００４近中四農研中国酒１８５号

図２　「兵系酒１８号」（右端）の株（左端が山田錦）

図３　「兵系酒１８号」（左）と「山田錦」（右）の玄米

表１９　「兵系酒１８号」の作付面積の推移

作付面積
(ha)

年次
作付面積
(ha)

年次
作付面積
(ha)

年次

３０１９９５３９１９８３５６１９７１

２７１９９６４０１９８４７５１９７２

３０１９９７４３１９８５８３１９７３

２９１９９８４２１９８６８７１９７４

２５１９９９４３１９８７４０１９７５

２３２０００３９１９８８３０１９７６

２１２００１２８１９８９１３１９７７

２１２００２４１１９９０３３１９７８

１９２００３３９１９９１３４１９７９

１９２００４３９１９９２４７１９８０

１９２００５４４１９９３３９１９８１

４１１９９４３８１９８２
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表２０　酒米品種の地域別育種目標

DCBA地域区分

南部山麓～平坦，淡路山
間

南部中山間～山麓，但
馬・丹波平坦，摂津山間

但馬中山間，中部山間但馬・播磨奥山間対象地域

Ⅶｂ～ⅧⅥｂ～ⅦⅥｂ～ⅦｂⅥ熟期区分

（短）～中稈（短）～中稈短～中稈短稈稈長

草型等 中～多げつ中～多げつ多げつ多げつ分げつ性

や難～易や難～易や難～中難～や難脱粒性

強中～や強強強倒伏

抵抗性

中や強強ごく強いもち病

中や強強強白葉枯病

や強や強や強や強縞葉枯病

強や強や強中耐肥性

強や強中～や強中秋落

中や難～中や難難穂発芽性
その他

中や良～中や良良低温発芽性

　注）Ｅ地域（播磨沿岸，淡路平坦沿岸）はＤ地域に準ずる．共通目標：大粒・良質（有心白）・多収
　　　なお，粒形・粒大その他については，育成段階別に定める．

熟期区分

対象品種出穂期対象地域
熟期区分

（系統）（普通期栽培）（地域区分）

８月２１日Ａ（Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ）ａ
Ⅵ

（兵系酒１８号）８月２３日Ａ・Ｂ・Ｃ（Ｄ・Ｅ）ｂ

８月２６日Ｂ・Ｃ（Ｄ・Ｅ）ａ
Ⅶ

野条穂８月２９日Ｂ・Ｃ・Ｄ（Ｅ）ｂ

山田錦９月３日Ｃ・Ｄ（Ｅ）Ⅷ

表２１　酒米品種の育成段階別育種目標 

ＯＮＭＬＫ育成段階（型）
形質

大型新型中間型長大粒型保守型
概要

項目
中稈Ｍ型と同じ短稈Ｋ型と同じ中稈

分類

草
型

中げつ多げつ中～多げつ
８５～９０cm８０～８５cm８５～９０cm稈長
１３本以上２０本以上１６本以上穂数
６５以上９５以上８０以上草型選抜指数

兵系酒１８号型新型改良型改良型
山田錦型分類

玄
米
の
形
質

（兼用型）（理想型）（移行型）
２８．０ｇ以上２５．０～２６．０ｇ２６．５～２８．０ｇ２６．５～２８．０ｇ２６．０～２７．０ｇ千粒重
５．５～５．７mm５．２５～５．５mm５．６～５．７mm５．６５～５．７mm５．７mm内外粒長（Ｌ）
３．４mm以上３．１mm以上３．３５～３．５mm３．３～３．４mm３．２～３．３mm粒幅（Ｂ）
２．２５mm以上２．１mm以上２．２mm以上２．２mm以上２．１～２．２mm粒厚（Ｔ）
０．６２以上０．６０以上０．５９～０．６３０．５８～０．６００．５６～０．５８粒形指数（Ｂ / Ｌ）
０．２４以上０．２２以上０．２３～０．２５０．２３～０．２４０．２１～０．２３球状指数（ＧＩ）
０．２７以上０．２２以上０．２４５～０．２８０．２４５～０．２７０．２２～０．２４５適性指数（Ａ I）
大中～小中中中～大心白（大小）
多中～（多）多多多心白（多少）

５０以上２５～５０３５～５０５０以上５０以上心白率
強稈やや耐病型理想型理想型強稈耐病型やや強稈耐病型分類

抵
抗
性
・
適
応
性

強Ｍ型と同じ強～ごく強やや強～強やや強耐倒伏性
やや強強やや強～強やや強耐病性・いもち病
中やや強～強中中耐病性・白葉枯病
中やや強中中耐病性・縞葉枯病
やや強強やや強中～やや強耐肥性
中強やや強やや強秋落抵抗性
中～狭広やや広中地域適応性
Ｂ・Ｃ（Ａ）Ｂ・Ｃ・Ｄ（Ｂ）Ｃ・ＤＣ・Ｄ適応地帯
Ⅵ～ⅦⅥ～ⅧⅥ～ⅧⅦ～Ⅷ（Ⅶ）～Ⅷ熟期区分その他

　注）稈長は，山田錦１００cm，兵系酒１８号９０cm，穂数は山田錦１６本／株，兵系酒１８号１０本／株としての目標．
　　　球状指数（G・I）＝（B・Ｔ）／Ｌ２，１．００が球体になる．
　　　酒米適性指数（Ａ・Ｉ）＝４BT／（１０L）２×千粒重，数値が大きいほど適性が高い．
　　　兼用型とは酒米と食糧米との兼用を意味する．育成段階はＫ→Ｌ→Ｍ→Ｎの順に高くなる．Ｏは別格．
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　「酒米品種の育成段階別育種目標」は，育成品種のタ

イプをＫ（保守型），Ｌ（長大粒型），Ｍ（中間型），Ｎ（新型），

Ｏ（大型）とし目標とする草型や玄米形質及び抵抗性・適

応性を細かく具体的な数値目標を取り入れて作成したも

のである．角田は理想の酒米として酒米と食用米の両方

を兼用できる特性を持つＮ型を最終段階の目標としてい

た．角田は醸造技術の発達により酒米については現在の

大粒種ではなく中小粒種でも良い酒ができるようになる

と考え，また，需要が日本酒の動向に左右される酒米は

需要の安定性が低いと考え，酒米需要が減少した場合に

は食用米として転用できる品種が必要と考えていた．そ

のため育成の進める段階はＫから始まり、順次Ｌ，Ｍと

進め，最終的には兼用型のＮタイプを目指すべきである

と考えていた．

この育種目標には玄米形質の形状について細かく目標値

が設定されている．特に精米特性を考慮し，球形である

方が精米歩留まりが良いとの考えから，球形指数や球状

指数，さらに粒大も考慮した適性指数を新しく作成し用

いている．この指数を選抜に用いて育成した品種が「な

だひかり」（１９７７年）である１２）．
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